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飯石郡吉田村（現・雲南市）出身の内
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［1882（明治15）－1967（昭
和42）年］は、安来出身の米

よね

原
はら

雲
うん

海
かい

［1869（明治2）－1925（大正14）年］
らとともに日本近代木彫の黄金期を築いた、島根県を代表する彫刻
家です。古典彫刻の再生を目指して研究と制作を行い、気合を込め
てぐいぐいと刀を進め作品に生気を与える一種の荒彫り技法であ
る「気刀彫り」という独自の刀法を生み出したことでも知られてい
ます。

1910（明治43）年に文部省美術展覧会（文展）で初入選を果たし、以
後再興日本美術院への参加や、さらに帝国美術院展覧会（帝展）・日本
美術展覧会（日展）への出品のほか、長くその監・審査にあたるなど彫

刻界のリーダーとして第一線で活躍し、多くの後進を育成しました。
本作は第3回帝展で好評を博した作品で、その翌年の日仏交換美

術展覧会にも出品されました。背から胴周りに隆起する筋肉や首を
高く伸ばし踏ん張る獅子の姿には、溢れるような力強さと勢いが漲
ります。また、大胆に太い四肢や渦巻くたてがみなどは、古典に学ん
だ優雅で風格の高い造形表現をとっており、それらが魅力的に融合
した作品であるといえるでしょう。ごく淡い白緑の彩色は、拭漆を
施した桜材の木目や風合いによく調和して、作品に華やかさを与え
ています。内藤伸充実期の代表作のひとつです。

上野小麻里（島根県立美術館　専門学芸員）
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表紙掲載作品解説

理 事 の 異 動

互 助 会 の 3 名 の 理 事 が
3 月31日付で辞任し、4 月
1 日付で新たに 3 名の理事
が選任されました。

新　　　　　任 旧　　任
役　職　名 役　　職・氏　　名 氏　　名

島根県教育庁教育次長 副理事長 松本　新吾 今岡　　充
島根県教育庁福利課長 常務理事 吉本　祐子 鈩　　一夫
教職員互助会事務局長 理　　事 多胡　文雄 内田　明徳

平成29年度 退職互助事業一覧
事業名 事業内容 備　考

医

療

給

付

事

業

医 療 補 助 金

病気やけがにより療養を受けたとき、医療機関や薬局での総医療費（健康保険適用
分）の 3 割相当額（自己負担した額）を満70歳の誕生日の属する月（月の 1 日生まれ
の人は、満70歳の誕生日の属する月の前月）の末日までの診療分に対して給付します。
ただし、公費等で 7 割を超える給付を受けるときは、その超えた額を控除した額を給付し
ます。

（例：�高額療養費が支給された場合は、自己負担の額から高額療養費を控除した額を医療補
助金として支給されます。）

請　求

入 院 見 舞 金

一の医療機関に引き続き 3 日以上入院（健康保険適用分）したとき、又は、医療機関以外
で10日以上の常時看護又は介護を要する在宅療養をすることとなったときに、満70歳の誕
生日の前日までの入院在宅療養に対して給付します。給付額は、次の区分による額となり
ます。
①�入院した場合は、当該年度中に60日を限度として、一日目から一日当り1,500円を支給し

ます。
②�在宅療養の場合は、当該年度中に60日を限度として、一日目から一日当り800円を支給し

ます。
※支給限度日数は、①②を合わせて当該年度中に60日です。

請　求

長 寿 祝 金 満70歳に達したとき 7 万円を支給します。 自動給付

弔 慰 金

69才以下で死亡したときは、会員期間に応じて遺族に支給します。
受取人となる遺族の順位：①配偶者、②子、③父母、④孫、⑤祖父母、⑥兄弟姉妹
・1 年未満　　　　　55万円　　・3 年以上 4 年未満　25万円
・1 年以上 2 年未満　45万円　　・4 年以上 5 年未満　15万円
・2 年以上 3 年未満　35万円　　・5 年以上70歳未満　10万円

請　求

厚

生

事

業

退 職 会 員 等 
福 利 増 進 事 業

地区会活動費を助成します。　1 人あたり　2,500円　1 地区会　10万円
会員規模及び活動参加状況による定額加算があります。

〈地区会活動内容〉地区会総会（会務報告・意見交換・情報交換）、地区会事業（退職会員
福利増進事業等）の実施
地区会活動に参加できない県外在住会員には別途事業を実施します。

各 地 区 会 単 位
で 事 業 を 実 施

教 育 会 館 宿 泊
利 用 助 成 事 業

島根県教育会館に宿泊したとき 1 泊2,000円を助成します。
（回数制限なし）

宿 泊 利 用 時 の
チ ェ ッ ク イ ン で
会 員 資 格 を 確 認

退 職 互 助
だ よ り の 発 行 年間 4 回発行（ 4・7・10・1 月）、退職会員及び各所属所に配布します。

人 間 ド ッ ク
補 助 事 業

人間ドックを受診したときに助成します。…P 4 参照
1 人15,000円　定員　教互300人、県互40人 請　求

退 職 者 ラ イフ
プラン助成事業

ライフプランに関する活動を実施したときに助成します。（複数の活動も可）…P 3 参照
年間3,000円限度

請　求
（ 1 人 1 回）
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医療費補助金等の送金スケジュールについて
5 月、6 月、7 月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

締切日

毎月20日17:15まで（土・日・祝日の場合は前日）

送金日

毎月26日（土・日・祝日の場合は翌日）

平成29年 5月19日（金） 平成29年 6月26日（月）

平成29年 6月20日（火） 平成29年 7月26日（水）

平成29年７月20日（木） 平成29年 8月28日（月）

〈注　意〉締切日は、会員の居住地域を担当する支局及び事務局への到着日です。

請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構いません。その場合は、

事務局から担当の支局へ転送し、支局への到着日が書類受理日となります。

「特定疾病療養受療証」、「自立支援医療受給者証」、「福祉医療費医療証」、「特定医療費（指定難病）

受給者証」等の「証」を使用して受診された場合は、自己負担額を確認するためにお手数ですが、医

療補助金請求書を提出する際に「証」のコピーを互助会まで提出してください。

※ 「自立支援医療受給者証」、「福祉医療費医療証」等の「証」により、後日、市町村から医療費の助成を受ける
場合も助成後の医療費の自己負担分について医療補助金を給付します。

※ 「証」のコピーは、一度提出すれば医療補助金の請求の都度、提出する必要はありませんが、有効期限が経過
する等により新たな「証」の交付を受けた場合は、新しい「証」のコピーを提出してください。

この事業は、退職会員及び退職互助制
度に加入している配偶者が、退職後のラ
イフプランの 3 つの柱である「健康」、

「生きがい」「経済」に関する活動を行っ
た場合、その経費について年度一回に限
り、3,000円を上限に助成を行う事業で
す。助成対象となる活動及び、助成対象
とはしない場合の例は、右記のＱ＆Ａの
他、「退職互助だより第162号」に添付し
ている「退職者ライフプラン助成金申請
書」の裏面の実施要綱をご覧ください。

・ 助成金の申請は、活動実施後「退職者ラ

イフプラン助成金支給申請書」に領収書

等の証拠書類の原本を添えて、互助会事

務局へ提出してください。（支局では受

け付けていません。）

・ 助成金は医療補助金給付口座に送金し

ます。

・ この事業の助成対象期間は、4月 1日か

ら来年 3月31日までの間です。

・ 申請書の提出期限は、平成30年 4月 2日

㈪（必着）です。

Q1  
映画館やテーマパーク等に行
った 場 合、証 拠 書 類 は チケ
ットの半券でもよいですか。

A1  はい。ただし、タイトル・日時・
会場・金額のわかるものを添付
してください。
チケットの半券に金額の記載
がない場合は、チラシやリーフ
レット等金額のわかる資料（コ
ピーも可）を添付してください。

Q2  
家族とテーマパーク等に行っ
た場合、家族分の入場料も助
成対象となりますか。

A2  いいえ。助成対象は退職互助制
度の加入者のみです。

Q3  
旅行をした場合の宿泊費や交
通費（ガソリン代や高速道路
料金、公共交通機関等）は助
成対象となりますか。

A3  いいえ。宿泊費や交通費は助成
対象となりません。
ただし、交通費についてはラ
イフプラン活動を目的とする
ことが明確なツアー等の参加
料に限り助成対象となります。
（飲食費は対象外）

Q4  
自己学習のために書籍等教材
を購入した場合、助成対象と
なりますか。

A4  いいえ。物品購入は助成対象と
なりません。

Q5  
インフルエンザや肺炎球菌ワ
クチン等の予防接種費用は、
助成対象となりますか。

A5  はい。29年度より市町村から公
的助成を受けている場合でも
助成対象となりました。

Q6  検診や健診の受診料、人間ド
ックの受診料は助成対象とな
りますか。

A6  はい。ただし、検診や健診で各
種健康保険を利用して受診し
た場合は対象となりません。
人間ドックの受診料は、教職員
互助会又は退職互助地区会か
ら助成を受けていない場合に
限り、助成対象となります。

国・市町村からの医療費助成対象者は、「医療証」のコピーの提出をお願いします。

退職者ライフプラン助成事業　Ｑ&Ａ

「平成29年度 退職者ライフプラン助成事業」の実施について

《お問い合わせ》　☎（0852）22ー6067　退職互助厚生事業担当　森井・秋山
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今年度も疾病の予防と早期発見、早期治療による退職会員の健康の保持及び増進の
ため、引き続き人間ドック補助事業を実施します。

一日外来ドック・宿泊ドック・脳ドック

1人 15,000円
（…ただし、市町村や健保組合等の公的団体から補助金を
受けて受診した場合は、15,000円から公的団体からの
補助額を控除した額になります。）

教互会員：300人　　県互会員：40人

●…「退職互助だより第162号」に添付している「人間ドック補助金申込書」を互助会事務局へ提出
してください。（支局では受け付けていません。）
FAXによる申込みも可です。FAX…0852－27－2622

●…申込者が募集定員を上回った場合は、年齢、過去の補助金受給状況などを勘案し、又は抽選によ
り決定して通知します。
●申込期限は、平成29年 5月19日（金）《必着》です。
※申込時点で医療機関への予約をされていない方や4月1日以降既に受診した方も申し込めます。

●…受診後 2ヶ月以内に補助金申請書（補助対象決定通知に併せて送付します。）に領収書を添えて、
事務局へ提出してください。（支局では受け付けていません。）
●補助金申請書を受理、審査した後に医療補助金給付口座へ送金します。
●申請書の提出期限は、平成30年 4月 2日（月）《必着》です。

平成29年度人間ドック補助事業の実施について

①ドックの種類

② 補 助 金 の 額

③募 集 定 員

④申 込 方 法

⑤補助金の給付

⑥申込から申請までの流れ

※退職互助各地区会が実施する人間ドック補助金の受給者は、補助対象とはなりません。

補助額の
調整例

（互助会補助額の上限）
15,000円

（公的団体からの補助額）
11,000円

（補助額）
4,000円

－ ＝

※…受診する医療機関の選択、受診日時の調整等は各自で行ってください。

《お問い合わせ》　☎（0852）22ー6067　退職互助厚生事業担当　森井・秋山

医療機関

検査・領収書

会　員

補助金申込書

予約・受診

補助金申請書

事務局

決定通知書

補助金送金

①

③
④

②

⑤

教職員互助会から「退職会員の皆様にお願いです。」
現職会員の皆様に出会いの場を提供する『第10回縁結び
プロジェクトin浜田』を8月に浜田市内で開催します。退
職会員のご子息又はお孫様、あるいは親戚の方で独身の現職
会員の方がいらっしゃいましたら、ご参加をお勧めいただき
ますようお願いいたします。
むかし、「合コンで出会って結婚する人っているんだ〜。えー！」

とか「企画されたイベントで出会うなんて、抵抗ある〜。(@_@)」
なんて言っていた人が多かったのに、今や「企画された出会いのイ
ベントに参加すること。」は恥ずかしいことでも何でもありません。
却って学生時代からの恋人がいない人や、職場にいい人がいな
いと思っている人にとっては、「イベントでも参加しなくちゃ歳ば
かり取る…。」とも言えます。自由に恋愛ができるのに、思うよう
に結婚が成就しない…。少なくとも出会わなければ、恋愛にも辿
りつけない…。

さあ、再び「おせっかいおじさ
ん」、「おせっかいおばさん」の出番
です。若い人たちの背中を押してあ
げてください。

♥開催日時／ 平成29年8月20日㈰ 
受付開始：12時～ 
イベント：12時30分～16時

♥会　　場／「 浜田ワシントンホテルプラザ」2階 
浜田市黒川町4177

♥参加資格／ 20歳～49歳（平成29年4月1日現在の満年齢）
の教職員互助会の現職会員

♥参加定員／40名（男性20名・女性20名）
※…詳細は、「島根県教職員互助会」ホームページで6月下旬にお知らせします。
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景

も
価
値
あ
る
も
の
に
思
わ
れ
ま
す
。
案
内
す
る

と
き
私
は
、
銀
山
遺
跡
に
関
わ
る
歴
史
だ
け
で

な
く
、
住
む
人
や
鳥
・
花
・
虫
に
も
ふ
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
石
見
銀
山
に
は
多
く
の
野

鳥
が
生
息
し
て
い
て
、
夏
鳥
で
あ
れ
ば
オ
オ
ル

リ
・
キ
ビ
タ
キ
・
サ
ン
コ
ウ
チ
�
ウ
・
ア
カ
シ

�
ウ
ビ
ン
の
声
が
ご
く
普
通
に
聞
こ
え
る
し
、

姿
を
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
樹
木
や
草
花
で

は
、
鉱
毒
対
策
の
梅
・
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
・
ア

オ
キ
や
鉱
山
に
多
い
ハ
ク
サ
ン
ハ
タ
サ
オ
・
ヘ

ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
や
白
い
花
の
魅
力
的
な
エ
ゴ
ノ

キ
・
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
・
テ
イ
カ
カ
ヅ
ラ
な
ど
。

石
見
銀
山
の
魅
力
は
自
然
の
四
季
折
々
の
姿

と
住
む
人
の
情
に
直
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
は
、
知
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
楽
し
く
刺
激
的
で
し
た
。
在
来
種
み

つ
ば
ち
の
会
に
入
会
し
た
り
、
美
郷
町
の
日
本

ミ
ツ
バ
チ
の
講
座
・
峯
寺
の
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を

愛
す
る
人
の
集
い
に
参
加
し
た
り
し
て
、
人
と

の
繋
が
り
も
増
え
ま
し
た
。
日
本
に
い
る
ミ
ツ

バ
チ
は
、
養
蜂
の
た
め
外
国
か
ら
導
入
さ
れ
た

西
洋
ミ
ツ
バ
チ
と
在
来
種
の
日
本
ミ
ツ
バ
チ

（
東
洋
ミ
ツ
バ
チ
の
亜
種
）の
二
種
類
で
す
。
日

本
ミ
ツ
バ
チ
は
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
に
比
べ
、
色
は

黒
っ
ぽ
く
、
や
や
小
さ
め
で
性
格
も
穏
や
か
で

す
。
群
れ
の
な
か
に
は
、
女
王
バ
チ
と
働
き
バ

チ（
雌
）と
少
数
の
雄
バ
チ
が
い
ま
す
。
女
王
バ

チ
は
働
き
バ
チ
の
作
る
巣
房
の
内
径
に
あ
わ

せ
て
、
働
き
バ
チ
（
有
精
卵
）
と
雄
バ
チ
（
無

精
卵
）を
産
み
分
け
て
い
ま
す
。
働
き
バ
チ
は
、

成
長
と
と
も
に
役
割
を
変
え
て
働
き
、
初
め
は

巣
の
掃
除
、
そ
の
後
は
育
児
、
巣
作
り
、
貯
蜜
、

門
番
な
ど
の
内
勤
を
次
々
行
い
、
さ
ら
に
成
長

す
る
と
、
巣
外
に
出
て
�
蜜
や
花
粉
を
集
め
る

外
勤
を
し
ま
す
。
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
蜜
は
平
安

時
代
に
は
薬
用
や
献
上
品
と
し
て
採
蜜
・
献
上

さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
各

地
で
蜂
洞
・
箱
・
樽
な
ど
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
の
導
入
後
は
、
山
間

僻
地
に
追
い
や
ら
れ
、
趣
味
と
し
て
飼
わ
れ
る

程
度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
ミ
ツ
バ

チ
の
蜜
は
採
蜜
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
希

少
価
値
も
あ
り
、
味
も
ま
ろ
や
か
で
キ
ロ
１
万

円
と
高
価
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
石
見
銀
山
で

も
将
軍
へ
の
献
上
品
と
し
て
飼
養
さ
れ
た
記

録
が
あ
り
ま
す
。
日
本
ミ
ツ
バ
チ
は
人
々
に
蜂

蜜
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、

花
粉
媒
介
者
と
し
て
の
役
割
も
重
要
で
す
。
日

本
に
人
が
住
み
着
く
前
か
ら
、
日
本
列
島
の
森

は
日
本
ミ
ツ
バ
チ
が
花
粉
を
媒
介
し
て
、
樹
木

は
実
を
つ
け
、
森
を
存
続
さ
せ
て
い
た
の
で

す
。
人
が
や
っ
て
来
て
か
ら
も
農
業
を
助
け
て

き
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
が
果
樹
の
花
粉
媒
介
に

も
た
ら
す
経
済
効
果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
近
年
世
界
各
国
で
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量

死
や
失
踪
が
報
告
さ
れ
大
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
農
薬
説
、
ウ
イ
ル
ス

説
、
ス
ト
レ
ス
説
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
農

薬
（
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
、
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
、

有
機
リ
ン
）
の
影
響
を
有
力
視
す
る
声
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
島
根
で
も
、
以
前
は
ど
こ
に
で

も
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
姿
が
見
ら
れ
趣
味
で
飼

育
し
て
い
る
人
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
や

絶
滅
危
惧
種
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
す
。
我
が

家
で
も
十
群
近
く
ま
で
増
え
て
い
た
の
が
、
三

年
前
に
絶
滅
し
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
後
分
封

群
を
迎
え
い
れ
て
、
か
ろ
う
じ
て
二
群
が
冬
を

越
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
絶
滅
の
原
因
は
農
薬

（
空
中
散
布
）
の
影
響
で
免
疫
力
が
低
下
し
て
、

サ
�
ク
ブ
ル
ー
ド
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
児
出

し
病
の
蔓
延
に
繋
が
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

農
薬
を
多
量
に
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
現
状
は
、

ミ
ツ
バ
チ
に
と
っ
て
も
住
む
人
に
と
っ
て
も

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

教
職
を
離
れ
て
七
年
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
フ

�
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
毎
日
で
し
た
。
外
で
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
生
き
る
生
き
物
の
視

線
で
人
と
生
き
物
を
見
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
私
た
ち
の
住

む
里
山
大
田
、
島
根
が
い
つ
ま
で
も
魅
力
あ
る

自
然
の
豊
か
な
地
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
ペ

ン
を
置
き
ま
す
。

私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
あ
れ
こ
れ

退
職
互
助
大
田
地
区
会
　
会
長
　
大
野
　
幸
夫

山組頭高橋家前の紅葉とガイド中の筆者（右）



厚生旅行　広島県竹原の町並み散策

− 6 −

平
成
二
十
七
年
四
月
に
教
職
員
退
職

互
助
大
田
地
区
会
と
邇
摩
地
区
会
が
合

併
し
て
新
大
田
地
区
会
が
発
足
し
て
二

年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
当
地
区
会
で
は
会
員
の
親
睦
と

福
利
厚
生
の
充
実
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
下
記
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

① 

幹
事
会
（
会
長
、副
会
長
、常
任
幹
事
、

幹
事
等
十
二
名
で
構
成
）

● 

年
間
六
回
（
四
月
、
五
月
、
六
月
、
七

月
、
九
月
、
二
月
）
開
催

事
業
計
画
、
予
算
編
成
、
総
会
・
懇
親

会
計
画
、﹁
趣
味
の
会
﹂
の
計
画
調
整
等

② 

総
会
・
懇
親
会
開
催
（
六
月
十
六
日
に

開
催
　
会
場

：

パ
ス
ト
ラ
ル
）

●

総
会
（
六
十
一
名
参
加
）

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
・
決
算
報
告

・ 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
会
計

予
算

・ 

県
教
職
員
互
助
会
　
泉  

竜
彦
様
よ

り
事
業
等
の
説
明
、
質
疑
応
答

・
懇
親
会
（
四
十
八
名
参
加
）

③ 
﹁
趣
味
の
会
﹂
の
実
施
（
七
部
門
・
延

べ
一
七
二
人
の
参
加
）

・﹁
蕎
麦
う
ち
﹂、

・﹁
映
画
・
音
楽
鑑
賞
﹂

・﹁
手
前
味
噌
﹂（
味
噌
つ
く
り
）

・﹁
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
﹂

・﹁
囲
碁
﹂

・﹁
花
の
寄
せ
植
え
﹂

・﹁
へ
か
焼
き
を
楽
し
も
う
﹂

幹
事
の
み
な
さ
ん
が
１
人
１
部
門

を
担
当
し
て
、
企
画
・
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

④ 

厚
生
旅
行
（
十
月
十
四
日
に
実
施
・
二

十
三
名
参
加
）

本
年
度
は
﹁
大
和
ミ
�
ー
ジ
ア
ム
と

マ
�
サ
ン
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る
旅
﹂

と
名
を
う
ち
広
島
県
の
呉
市
と
竹
原

市
へ
ち
�
っ
と
遠
出
し
ま
し
た
。

竹
原
の
町
並
み
散
策
は
観
光
ガ
イ

ド
の
案
内
で
秋
晴
れ
の
も
と
の
ん
び

り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

りよだ会区地

しまね文芸フェスタ2015で、谷川俊太郎氏と対
談、劇研「空」が16編の詩を朗読　島根県民会館

好
き
な
こ
と
で
食
え
て

人
の
役
に
立
て
ば

退
職
互
助
会
大
田
地
区
会

洲

浜

昌

三

　
　
　

ゴ
ミ
を
出
す
人

ゴ
ミ
袋
を
抱
え
　
朝
の
道
路
へ
出
る

「
退
職
し
て
ど
う
し
て
ま
す
か
」

「
…
え
え
…
ま
ぁ
…
特
に
…
何
ん
に
も
…
」

「
う
ら
や
ま
し
い
ご
身
分
で
す
ね
」

「
詩
や
脚
本
書
き
で
忙
し
く
て
…
」

な
ど
と
言
え
ば
不
審
と
誤
解
を
与
え
る
の
で

「
ま
　
ゴ
ミ
出
し
が
仕
事
で
す
」

と
大
き
な
ゴ
ミ
袋
を
掲
げ
朗
ら
か
に
笑
う

無
言
で
も
居
場
所
が
あ
っ
た
三
十
五
年

肩
書
き
を
失
い
自
分
を
証
明
で
き
な
い
十
七
年

「
ど
う
し
て
い
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
る
度
に

ぼ
く
は
自
由
で
裕
福
な
遊
び
人
に
な
る

﹁
好
き
な
こ
と
を
し
て
、
食
え
て
、
人
の
役

に
立
て
ば
　
最
高
の
人
生
﹂
で
あ
る
。﹁
食
え

る
﹂
を
除
け
ば
現
在
﹁
好
き
な
こ
と
を
し
て
﹂

忙
し
い
。手
に
つ
け
て
い
な
い
宿
題
も
山
積
し

て
い
る
。

三
〇
年
近
く
高
校
演
劇
を
担
当
し
て
退
職

し
た
と
き
﹁
先
生
、ま
た
や
ろ
う
﹂
と
い
う
卒

業
生
の
言
葉
に
乗
っ
て
（
乗
せ
ら
れ
て
）
数
人

の
卒
業
生
と
劇
研
﹃
空
﹄
を
立
ち
上
げ
た
。
社

会
人
の
演
劇
活
動
は
大
変
で
あ
る
。劇
団
に
せ

ず
、
劇
研
に
し
た
の
は
、
最
悪
の
と
き
、
一
人

に
な
っ
て
も
創
作
や
劇
評
は
で
き
る
と
覚
悟

し
た
か
ら
で
あ
る
。
希
望
を
込
め
、次
の
よ
う

な
目
標
を
掲
げ
た
。

﹁
感
動
の
あ
る
舞
台
の
創
造
﹂﹁
地
域
の
歴

史
・
文
化
の
掘
り
起
こ
し
と
再
創
造
﹂﹁
独
自

性
と
普
遍
性
の
追
求
・
融
合
﹂

十
八
年
間
で
五
十
回
以
上
、大
小
様
々
な
創

作
劇
や
朗
読
な
ど
の
発
表
、
脚
本
提
供
、
小
中

学
校
指
導
な
ど
を
し
た
。主
な
創
作
劇
で
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

﹃
素
敵
な
家
族
﹄﹃
父
の
宝
物
﹄﹃
星
空
の
卒

業
式
│
あ
の
夏
校
舎
は
原
爆
病
院
だ
っ
た
│
﹄

﹃
サ
ク
ラ
さ
ん
の
故
郷
﹄
舞
踏
劇
﹃
鶴
﹄
音
楽
劇

﹃
琴
の
鳴
る
浜
﹄﹃
石
見
銀
山
旅
日
記
﹄。
朗
読

劇
で
は
﹃
海
を
越
え
て
サ
ヒ
メ
の
山
へ
﹄﹃
出

口
が
な
い
家
﹄﹃
吉
川
経
家
最
後
の
手
紙
﹄。

朗
読
で
は
、音
楽
や
映
像
な
ど
も
取
り
入
れ

て
楽
し
め
る
よ
う
に
舞
台
化
し
て
発
表
し
て

い
る
。
今
年
九
月
九
日
に
は
、﹁
第
八
回
朗
読

を
楽
し
む
│
石
見
銀
山
十
周
年
記
念
│
﹂を
計

画
し
て
い
る
。

自
己
叱
咤
激
励
の
た
め
に
、
手
を
つ
け
て

い
な
い
主
な
宿
題
を
列
記
し
て
お
こ
う
。
書

籍
の
山
の
処
分
。
担
任
の
時
写
し
た
写
真
・
八

ミ
リ
の
D
V
D
化
、ク
ラ
ス
文
集
の
再
生
。
五

十
本
以
上
の
創
作
脚
本
、二
百
編
以
上
の
詩
や

随
筆
、劇
評
の
整
理
と
精
選
修
正
出
版
⋮
い
ず

れ
も
ぼ
く
に
は
貴
重
な
財
産
、活
か
せ
ば
宝
だ

が
、
残
し

て
い
け
ば

人
に
は
迷

惑
千
万
な

粗
大
ゴ
ミ

で
あ
る
。

地
区
会

活
動
退
職
互
助
大
田
地
区
会

常
任
幹
事
　
田

中

正

治
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皆さんは、ご自身の「脈拍」を確認したことはありますか？
何の症状もなければ自分の脈など気に掛ける事などないと思い

ますが、脈拍は心臓が動いている証です。通常は規則正しく拍動
し、安静時であれば 1 分間に50～100回の脈拍があります。この規
則性が失われたり、極端に脈拍数が多くなったり少なくなったりす
る病気を総称して「不整脈」と呼びますが、今回は最近注目を浴び
ている心房細動についてお話させていただきます。

【心房細動とは】

心臓は血液を循
環させるポンプで
あり、左右の心房
と心室の収縮運動
で血液を全身・肺
に循環させていま
す（図 1 ）。心筋の
収縮運動は電気回
路制御により心房
→心室と順次規則
正しく収縮させる事により十分なポンプ機能を発揮しています。脈
拍は左心室収縮での血圧上昇により生じる動脈拍動であり、通常規
則正しく拍動します（正常洞調律）。一方心房細動では心房内の電
気回路に異常が生じる事で電気刺激が 1 分間に350～400回に及び、
心房の規則的収縮は消失し痙攀状態になります。その電気刺激の一
部が心室に伝わるため、心室の収縮も脈拍も全くばらばらな状態
となる不整脈です（図 2 ）。高齢化著しい現在の日本では心房細動
を有する人は約
200万人（60人に
1 人）と推定され
ており、稀なら
ぬ病気です。

心房細動は不
整脈としての悪
性度は低く、仮
に自分に生じた
場合も必要以上に恐れる必要はありませんが、以下の三つの点で問
題があり放置することはお勧めできません。

①心房細動を生じる背景（基礎疾患）の存在
②脳梗塞の原因になりうる
③動悸症状や心不全で困ることもある

①について

心房細動は健常な人に出現することは少なく、高血圧、糖尿病、
各種心疾患（弁膜症、心筋梗塞、心筋症など）など基礎疾患をお持
ちの方に多く発症します。そして心房細動患者の生命予後を規定す
るのは、心房細動そのものよりそれらの背景疾患であることが明ら
かになっています。従って心房細動が発覚した場合、速やかにその
背景にある基礎疾患を精査し、長期的な観点からはそちらの治療を
重視する必要がります。
②について

心房細動のある人は脳梗塞の発生リスクが健常人の5倍高くなる
とされています。前述した通り心房細動となると心房の収縮運動が
消失するため、心房内の血流低下、年齢や基礎疾患による心房内膜
の抗血栓形成機能低下、血液凝固能の亢進などにより、心房内に血

栓（血の塊）ができやすくなります。左心房に生じた場合、それが
壁から剥がれて血流に乗り、脳へ向かう動脈に流れてしまうと脳血
管の根元で詰まる事が多いため、かなり大きい脳梗塞を生じてしま
います（図 3：心原性脳塞栓症と言います）。心原性脳塞栓症は 1 年
以内に約半数が死亡し、生存しても大きな後遺障害が残る事の多い
大変恐ろしい合併症です。問題なのは大多数がそれまで不自由なく
生活していた人に突然生じるということであり、この心原性脳塞栓
予防は心房細動患者にとって最重要課題です。心原性脳塞栓を生じ
やすい背景（心臓病、心不全、高血圧、糖尿病、高齢（75歳以上）、
脳梗塞既往）は明ら
かとなっており、複
数有するほど危険
性は高まります。
③について

心房細動の症状
（脈の乱れによる動
悸、息切れ、胸痛な
ど）は、全く自覚症
状のない方から身
動きが取れないほ
ど強く感じる方まで人それぞれです。症状の強さは個人差であり重
症度とは関係ありませんが、症状の強い方はそれによる苦痛・活動
低下により生活の質が著しく低下し、ご本人にとっては深刻な問題
になり得ます。また心不全の発生率が心房細動のない人に比べ 4 倍
高まるとされています。

【心房細動の治療】

心房細動は様々な背景（年齢、基礎疾患、心機能、自覚症状な
ど）の方に生じますので、患者さんごとに重症度や注意しなければ
ならない事が異なります。そのため治療は一つではなく、患者さん
それぞれに合った治療を模索する必要があります。共通する治療と
しては、基礎疾患治療を厳重に行う事と脳梗塞の予防は必須です。
心原性脳塞栓症予防のためには抗凝固薬の内服が必要となります。
心房細動そのものを治療し、正常脈に戻すかどうかは最後に議論す
ることになりますが、心房細動による自覚症状が強い方や心不全原
因となる方は正常脈に復帰・維持する治療を検討せねばなりませ
ん。この場合内服薬（抗不整脈薬）とカテーテルアブレーション治
療（肺静脈隔離術）の 2 つの治療法があります。

どちらの治療も完全とは言えず、一長一短、向き不向きがあります。
専門医との十分な話し合いの上で決めることが望まれます。

【最後に】

心房細動だとわかっても
悲観することはありません。
その人に合った適切な治療
は必ず存在します。しかしな
がら症状がないからと放置
することは重大な結果を招
きかねませんので、心房細動
とわかったら必ず専門医を
受診いただき、治療方針をご
相談ください。

また半数の心房細動患者は自覚症状がなく、脳梗塞を生じて初め
て発覚する事も少なくありません。一日一回はご自身の脈拍をチェ
ックしてみましょう（図 4 ）。

図 1

図 3

図 4

図 2

健康
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「
春
秋
に
富
む
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま

す
。
年
齢
が
若
く
、
前
途
が
長
い
こ
と
を

い
い
ま
す
。
四
月
初
め
に
は
、教
職
員
辞
令

交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。
若
い
人
達
に
は

希
望
の
春
で
す
。
私
達
の
互
助
会
も
新
入

会
の
方
々
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
表
紙
に

揚
げ
た
、県
立
美
術
館
蔵
の
「
獅
子
」
の
よ

う
に
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
、
共

に
手
を
携
え
希
望
を
胸
に
歩
み
た
い
も
の

で
す
。

大
田
地
区
会
か
ら
、
地
区
会
の
活
動
、
活

力
溢
れ
る
暮
ら
し
と
文
化
的
な
営
み
を
続

け
て
お
ら
れ
る
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
楽
し
い
日
々
の
よ
う
す
が
見
え
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、職
を
退
い

た
後
の
歳
月
が
、
何
十
年
に
も
な
り
ま
す
。

健
康
第
一
で
新
し
い
世
界
を
開
拓
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

健
康
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
分
か
り
や
す
い

図
や
デ
ー
タ
で
、
人
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
心
臓
と
血
液
に
関
す
る
状
態
を
脈
拍
か

ら
察
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

退
職
互
助
制
度
へ
の
加
入
率
が
低
い
よ

う
で
す
。
事
業
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
、
詳

細
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
知
ら
な
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
健

康
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
体

や
心
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
常
日
頃
か

ら
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
、
し

か
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

�

（
古
浦
）

謹んでご冥福をお祈りいたします

「退職互助だより」は環境に配慮し古紙配合率70％の再生紙に、
ベジタブルオイル（植物油）インキを使用して印刷しています。 〔ホームページURL〕 http://www.shimakyogo.jp/

永田　惇子  様 （安来市） 27.  8.20（85歳）
塚田　和子  様 （奈良県安堵町） 27.12.  3（91歳）
豊田　　学  様 （益田市） 27.12.22（89歳）
福島恵津子  様 （川本町） 28.  1.  9（88歳）
由木　雄一  様 （町田市） 28.  8.13（65歳）
濱岡　誠次  様 （松江市） 28.  8.17（86歳）
内田　　巌  様 （立川市） 28.  9.20（89歳）
渡辺　昭三  様 （松江市） 28.12.10（88歳）
日野山義晴  様 （邑南町） 28.12.19（88歳）
落合　定信  様 （川本町） 28.12.22（89歳）
河井　清身  様 （江津市） 28.12.22（89歳）
香川　芳郎  様 （美郷町） 28.12.31（90歳）
岸田　　勲  様 （津和野町） 29.  1.  7（90歳）
大隅　　温  様 （邑南町） 29.  1.  8（96歳）
西尾　民子  様 （出雲市） 29.  1.12（90歳）
和田八千代  様 （松江市） 29.  1.15（80歳）

下森　初美  様 （益田市） 29.  1.16（91歳）
知野見信子  様 （大田市） 29.  1.17（95歳）
品川　和美  様 （松江市） 29.  1.18（83歳）
野田　　裕  様 （京都市） 29.  1.26（86歳）
小谷　一夫  様 （浜田市） 29.  1.26（85歳）
井上　　喬  様 （江津市） 29.  1.30（90歳）
田中　重實  様 （益田市） 29.  1.30（87歳）
山崎　尚子  様 （松江市） 29.  1.31（86歳）
大庭　宮幸  様 （益田市） 29.  2.  1（81歳）
上野　　孝  様 （隠岐の島町） 29.  2.  6（86歳）
山下　嘉三  様 （松江市） 29.  2.10（73歳）
高橋　輝雄  様 （出雲市） 29.  2.11（82歳）
服部　　隆  様 （邑南町） 29.  2.12（94歳）
末岡　宣登  様 （吉賀町） 29.  2.13（90歳）
山﨑　高德  様 （出雲市） 29.  2.14（91歳）
廣江　行軌  様 （松江市） 29.  2.14（85歳）

平野　松野  様 （出雲市） 29.  2.14（90歳）
中林　　弘  様 （隠岐の島町） 29.  2.21（87歳）
岡　　正久  様 （出雲市） 29.  2.23（80歳）
武田　浩二  様 （松江市） 29.  2.23（79歳）
前田　　喬  様 （松江市） 29.  2.25（93歳）
原田　茂明  様 （浜田市） 29.  3.  3（68歳）
田平　耕一  様 （大田市） 29.  3.  4（87歳）
國重榮美子  様 （安来市） 29.  3.  5（76歳）
吉田　弥束  様 （安来市） 29.  3.  7（96歳）
坪内　恒子  様 （雲南市） 29.  3.11（96歳）
鈴木　秀郎  様 （広島市） 29.  3.19（93歳）
山根　澄江  様 （雲南市） 29.  3.19（81歳）
石賀　敬一  様 （安来市） 29.  3.21（91歳）
原　　俊明  様 （出雲市） 29.  3.21（70歳）
岩井　孝義  様 （松江市） 29.  3.24（81歳）

本欄は、異動届が提出された方で、了承された方のみ掲載しています。
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務
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本
　
祐
子
（
人
権
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発
推
進
セ
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ー
か
ら
）

事
務
局
長	

多
胡
　
文
雄
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採
用
）

事
務
局
嘱
託	

山
下
真
由
美
（
採
用
）

松
江
支
局
支
局
長	

木
下
　
雄
介
（
出
雲
教
育
事
務
所
か
ら
）

松
江
支
局
書
記	

大
津
　
邦
子
（
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
）

隠
岐
支
局
書
記	

宮
原
　
麻
琴
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隠
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事
務
所
か
ら
）

◎
退
任（
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月
三
十
一
日
付
け
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）内
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新
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等

常
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理
事	
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一
夫
（
退
職
）
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長	

内
田
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徳
（
退
職
）

事
務
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山
﨑
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退
職
）

松
江
支
局
支
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長	

奥
村
　
忠
孝
（
松
江
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小
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校
へ
）

松
江
支
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書
記	

吾
郷
　
隆
史
（
県
立
図
書
館
へ
）

隠
岐
支
局
書
記	

藤
田
　
和
子
（
特
別
支
援
教
育
課
へ
）

事
務
局
だ
よ
り


